
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八多防災福祉コミュニティ 

地域おたすけガイド 

令和 4 年３⽉作成 
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⑴ 地域おたすけガイドは、地域の皆さんが災害時に活動する際に、活
用するものです。災害時は、周囲の状況をよく確認し、自らの安全
を確保し、無理をせず、自分たちのできる範囲で活動を⾏うことが
大前提です。 

⑵ 皆さんの災害時の活動をより効果的にするために、これまでに各地
域で取り組まれた優良事例を参考に、この地域おたすけガイドを作
成しました。 

⑶ しかし、この地域おたすけガイドに記載している内容は完全ではあ
りません。 

⑷ ぜひ、皆さんの防コミで訓練を通して繰り返し検証して、地域に適
したガイドにするために、どんどん⾒直していきましょう。 
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地域おたすけガイド作成にあたって 
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１ 運営本部の設置基準 
 
 
 
 
２  活動方針 
 

 
 
３ 役員参集場所等一覧 
防コミ運営本部 八 多 出 張 所 2Ｆ ・ 北 消 防 団 八 多 ⽀ 団  

地区本部 中  下⼩名⽥ 上⼩名⽥ 吉 尾  柳 ⾕  附 物  深 ⾕  屏 ⾵  ⻄ 畑  
防災資機材庫 八多ふれあいセンター・消防団防災器具庫（深⾕） 

緊急避難場所 
(屋内) 

 

名 称  ※ 災 害 ご と の 注 意 事 項  備 考  避 難 所  
土 砂  洪 水    

八多⼩・中学校 ○  ○   ○  
中 公 ⺠ 館  ○  ○   ○  
藤 原 台 ⼩ 学 校  ○  ○  柳⾕の⼈たちが避難 ○  

緊急待避所 
（屋内） 

下 ⼩ 名 ⽥ 公 会 堂    緊 急 待 避 所   
上 ⼩ 名 ⽥ 公 会 堂    緊 急 待 避 所   
吉 尾 公 会 堂    緊 急 待 避 所   
柳 ⾕ 公 会 堂    緊 急 待 避 所   
深 ⾕ コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ    緊 急 待 避 所   
屏 ⾵ 公 会 堂    緊 急 待 避 所   
JA 八 多 営 農 セ ン タ ー    緊 急 待 避 所   

地区の緊急避難
場所 

名 称  ※ 災 害 ご と の 注 意 事 項  備 考  
地 震  津 波  大 火   

 
災害時要援護者 
台帳保管場所    

防災⾏政無線 
保有者    

その他必要な事
項  

・ 震度 5 弱以上若しくは兵庫県瀬⼾内海沿岸に大津波警報⼜は津波警報が発表された場
合、⼜は地震による被害が拡大する恐れがある場合。 

・ 特別警報が出された場合。 
・ 上記のほか、地域内に土砂災害警戒情報若しくは避難準備・⾼齢者等避難開始の情報

が発令された場合。 

阪神・淡路の教訓で、近隣の⽅々で助けあうことはとても重要です。しかしながら、周
囲の状況をよく確認し、自らの安全を確保し、無理をせず、自分達の出来る範囲で防災活
動を⾏いましょう!! 

※ 「災害ごとの注意事項の⾒⽅」 
・ 避難所の欄に○のある施設は避難所として利用が可能です。 
・ △︓敷地の⼀部などが警戒区域などの中に⼊るため、備考欄の注意事項を確認の上緊急時のみ利用できる施設。 
・ ×︓警戒区域などの中に⼊るため、原則、利用できない施設。 
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４ 地区防災マップ（全域） 
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─ 4 ─ 

4-1 中・下小名田・上小名田地区 
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4-2 吉 尾 ・ 柳 ⾕ ・ 附 物 地 区  
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4-3 深 ⾕ ・ 屏 ⾵ ・ ⻄ 畑 地 区  
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５ 八多防災福祉コミュニティ  防災資機材庫 保管リスト 
鍵 保 管 場 所 ︓ 八 多 ふ れ あ い セ ン タ ー  TEL︓ 078-982-0514 

鍵 保 管 者 ︓ ふ れ あ い セ ン タ ー 職 員   緊 急 時  岡 ⽥ 会 ⻑  TEL︓ 090-5650-9123 
    ︓ 自 治 協 議 会 会 ⻑ 、 副 会 ⻑  

用途 品名 個数 用途 品名 個数 

消 

火 

用 

布バケツ 54 

そ 

の 

他 

ヘルメッ卜 12 
簡易水槽 1 ブルーシート 5 
  発電機 3 
  毛布 2 
  水道ホース 2 
  木部用テント 1 
  P ロープ 1 
  バケツ 2 
  訓練用水消化器 26 
  防災コミ旗 1 
  燃料用携⾏⽸ 2 

救 

助 
用 

スコップ 23   
斧 1   
バール 6   
ハンマー 2   
折りたたみ担架 4   
チェーンソー 1   
救助工具セット 1   
かけや（木製ハンマー） 3   
    
    
    
    

    

  MEMO 
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災害時の⾏動 

 

①⾵水害 
【災害発生前】  

 個⼈の⾏動  
●⼤⾬の天気予報、注意報発令の段階  

□ ラジオやテレビなどで災害情報を確認する。 
□ 排水溝の詰まりがないか、強⾵で⾶ばされる物がないかなど自宅と自宅周辺の状

況を確認する。 
□ 非常用持ち出し袋などを準備し、避難に備えておく。 
□ 浸水のおそれがある地区では、⾬⼾を閉め、土のうの準備をしておく。 
□自家用⾞の燃料を確認しておく。  
□不要不急の外出は控える。特に川の近くには⾏かない。 
□外出している場合は、交通機関の情報を確認しておく。 
□危険箇所や避難所への経路を確認しておく。 
 （道幅の広い道を選ぶ。川・水路沿いの道は避ける。） 

 
防災福祉コミュニティとしての活動 

１ 災害発生前の準備 
□ 防コミ会⻑は、消防団⽀団⻑と連携し、地域の情報を共有する。 
□  防コミ会⻑は、各地区の防コミ（地区⻑）と連絡を取り合い、情報を共有する。 
□ 各地区の防コミ（地区⻑）と消防団分団⻑等は、相互に連絡を取り合い情報を共

有する。 
□ 平常時に、災害の想定を⾏い、被害を最⼩限にするための⽅法を話し合う。 
□ 各地区防コミごとに地域の地図、防災マップ、災害時要援護者台帳などを配置す

る。また、メンバーで情報を共有するためホワイトボードや模造紙を準備する。 
２ 情報収集・伝達 

□ 防災⾏政無線、ラジオ、テレビ等から気象情報、避難情報、土砂災害警戒情報等
を収集する。 

□ 収集した情報は、有線電話、携帯電話等により、地区⻑等に伝達する。 
□ 洪水や土砂災害の危険性が予測される場合は、災害時要援護者の早期の自主避難

を呼びかける。 
３ 組織内の連絡体制の確保 

□ 情報伝達の⼿段や順番（誰が誰にどのように伝えるのか）をあらかじめ整理して
おく。各地区単位で連絡⼿段を確⽴しておく。 

４ 災害時要援護者の避難誘導  
□ 洪水や土砂災害の危険性が予測される場合、災害時要援護者の台帳を持っている

地区では、地区の活動班により避難誘導を実施する。 
５ 資機材等の確保 

□ 災害発生時に備えて、防災資機材や非常食等の確保をする。 

□ は 、 そ の ⾏ 動 が 完 了 し た ら ✓ を つ け る 。  
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【災害発生直後】  
１ 情報収集・伝達 

□ 防コミ会⻑は、消防団⽀団⻑と連携し、地域の情報を共有する。 
□  防コミ会⻑は、各地区の防コミ（地区⻑）と連絡を取り合い、情報を共有する。 
□ 各地区の防コミ（地区⻑）と消防団分団⻑等は、相互に連絡を取り合い情報を共

有する。 
□ 防災⾏政無線、ラジオ、テレビ等から気象情報、避難情報、土砂災害警戒情報等

を収集する。 
□ 収集した情報は、有線電話、携帯電話等により、地区⻑等に伝達する。 

２ 安否確認 
□ 台帳を持っている地区では、事前に用意している災害時要援護者台帳に基づき安

否確認を⾏う。 
□ 災害時要援護者台帳を事前に用意していない場合は、⺠生・児童委員等と協⼒し

て、災害時要援護者の安否確認を⾏う。 
＊ ドア等に安否確認済みの⽬印をつける、安否不明者宅に連絡票を張るなどによる区別も効果的

です。 

３ 救出・救護活動 
□ 二次災害に注意しながら、地区単位で防災資機材等を使用し、被災者を救出する。 
□ 被災者が負傷している場合は、⽌⾎等の応急⼿当を実施し、医療機関に搬送する。 

４ 区役所や消防署への連絡 
□ 消防分団等と連携して、被害状況、活動情報等を区役所や消防署に連絡する。 
□ 避難所運営で必要な事項を区役所等へ伝える。 

５ 緊急避難場所・避難所の開設 
□ 学校関係者や区役所職員と協⼒して緊急避難場所・避難所を開設する。 
□ 避難者名簿を作成する。（ファイルや筆記用具を平時より事前に準備しておく） 
 
 

②地震 
【災害発生直後】  

個⼈の⾏動 
１ 地震発生直後の安全の確保  

□ 火を使用している場合は、可能な限り火を⽌める。 
□ 地震の揺れを感じたら、まず、丈夫なテーブルの下に隠れるなど、身の安全を確

保する。 
□ 家族の安全を確認する。 
□ 火災が発生すれば消火器等で初期消火を⾏う。 
□ ラジオなどで情報の確認。 

防災福祉コミュニティとしての活動 
１ 情報収集・伝達 

□ 防コミ会⻑は、消防団⽀団⻑と連携し、地域の情報を共有する。 
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□  防コミ会⻑は、各地区の防コミ（地区⻑）と連絡を取り合い、情報を共有する。 
□ 各地区の防コミ（地区⻑）と消防団分団⻑等は、相互に連絡を取り合い情報を共

有する。 
□ 防災⾏政無線、ラジオ、テレビ等から気象情報、避難情報、土砂災害警戒情報等

を収集する。 
□ 収集した情報は、有線電話、携帯電話等により、地区⻑等に伝達する。 

２ 安否確認 
□ 台帳を持っている地区では、事前に用意している災害時要援護者台帳に基づき安

否確認を⾏う。 
□ 災害時要援護者台帳を事前に用意していない場合は、⺠生・児童委員等と協⼒し

て、災害時要援護者の安否確認を⾏う。 
＊ ドア等に安否確認済みの⽬印をつける、安否不明者宅に連絡票を張るなどによる区別も効果的

です。 

３ 消火活動 
□ 必要が生じた際には、消防団の消火活動を⼿伝い、初期消火を⾏う。 

＊ 火災の規模によっては消火器やバケツリレーでの消火も重要です。 

４ 救出・救護活動 
□ 二次災害に注意しながら、地区単位で防災資機材等を使用し、負傷者を救出する。 

＊ 救出にはジャッキやバール、のこぎりなどが有効です。 

□ 救出活動⼈員の割り振りをする。 
□ 被災者が負傷している場合は、⽌⾎等の応急⼿当を実施し、医療機関に搬送する。 

５ 災害時要援護者の避難支援  
□ 自宅の損傷の状況等により、避難所等に避難する必要のある災害時の要援護者の

避難⽀援を⾏う。 
６ 区役所や消防署への連絡 

□ 消防分団等と連携して、被害状況、活動情報等を区役所や消防署に連絡する。 
□ 避難所運営で必要な事項を区役所等へ伝える。 

７ 緊急避難場所・避難所の開設 
□ 学校関係者や区役所職員と協⼒して緊急避難場所・避難所を開設する。 
□ 避難者名簿を作成する。（ファイルや筆記用具を平時より事前に準備しておく） 
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【参考】 

 

災害時要援護者とは 

 災害が発生した場合に、安全な場所に避難する場合や、避難所での生活において困難
が生じて、まわりの⼈の助けを必要とする⽅ 
・ 障がいのある⽅ 
・ 介護が必要な⽅ 
・ ⾼齢者（ひとり暮らしの⽅、⾼齢者世帯など） 
・ 難病患者、乳幼児、妊産婦のほか、災害時に負傷した⽅など自⼒で避難すること

が難しい⽅ 
 
 
 



 

─ 15 ─ 

災害用伝言ダイヤルが活用できます 

 電話で連絡がとれない⽅は、災害用伝言ダイヤルも活用できます。 
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○八多町おたすけガイド作成のお⼿伝いをしたところ 
 合同会社⼈・まち・住まい研究所（電話番号︓078-436-2120） 

 

 

 災害用伝言ダイヤルは、体験利用ができます。 
 ご家族等で⼀度体験しておきましょう。 
  ■体験利用⽇ ・毎⽉１⽇及び１５⽇ 00:00〜24:00 
         ・正⽉三が⽇（１⽉１⽇ 00:00〜１⽉３⽇ 24:00） 
         ・防災週間（８⽉ 30 ⽇ 9︓00〜９⽉５⽇ 17︓00） 
         ・災害ボランティア週間（1 ⽉ 15 ⽇ 9:00〜1 ⽉ 27 ⽇ 17:00） 
 

連 絡 先 （ 電 話 番 号 ）  

八 多 防 災 福 祉 コ ミ ュ ニ テ ィ   

北 消 防 署  078-591-0119 

北 消 防 署  北 神 分 署  078-981-0119 

北 神 区 役 所  078-981-5377 

北 神 区 役 所  八 多 出 張 所  078-982-0002 

北 区 役 所 （ 代 表 ）  078-593-1111 

有 馬 警 察 署  078-981-0110 

神 ⼾ 市 ⽴ 八 多 ⼩ 学 校  078-982-0048 

神 ⼾ 市 ⽴ 八 多 中 学 校  078-982-0049 

神 ⼾ 市 ⽴ 藤 原 台 ⼩ 学 校  078-982-5880 

八 多 淡 河 あ ん し ん す こ や か セ ン タ ー  078-950-9165  

神 ⼾ 市 北 建 設 事 務 所  078-981-5191 

 
 


